
 

 

「
地
目
認
定
協
議
」
と
は 

地
目
は
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
、

「
現
況
地
目
」
に
よ
り
地
目
認
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

国
土
交
通
省
が
、
事
前
に
認
定
し
た
現

況
地
目
に
つ
い
て
、
設
楽
ダ
ム
対
策
協
議

会
役
員
の
皆
様
に
確
認
・
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
双
方
で
取
扱
に
つ
い
て
確
認
す
る

協
議
で
す
。 

 ｢

等
級
格
差
協
議｣

と
は 

土
地
の
価
格
は
、
宅
地
・
畑
・
山
林

な
ど
の
地
目
に
よ
り
価
格
が
相
違
し
ま

す
が
、
同
じ
地
目
で
あ
っ
て
も
、
土
地
の

条
件
に
よ
り
価
格
が
異
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
地
目
で
も
、
道

路
・
土
地
の
状
態
な
ど
の
条
件
に
よ
り
格

差
が
あ
る
場
合
は
、
土
地
の
補
償
に
お
い

て
の
公
平
・
均
衡
を
図
る
た
め
に
１
等

級
、
２
等
級
、
３
等
級
と
い
う
よ
う
に
区

分
を
行
う
も
の
で
す
。 

国
土
交
通
省
が
、
事
前
に
土
地
の
評

価
基
準
等
に
基
づ
き
定
め
た
等
級
区

分
・
格
差
に
つ
い
て
、
設
楽
ダ
ム
対
策
協

議
会
役
員
の
皆
様
に
確
認
・
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
双
方
で
取
扱
に
つ
い
て
確
認
す

る
協
議
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成

１ ８

年

１ ０

月
以

来
、
設
楽
ダ
ム
対
策
協
議

会
役
員
会
の
皆
様
と
約

２５
回
の
協
議
を
重
ね
、

現
在
、『
地
目
認
定
協
議
』

を
概
ね
終
え
、『
等
級
格
差

協
議
』
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 『

地
目
認
定
協
議
』
終

了
後
、
『
個
別
説
明
』
を

さ
せ
て
頂
く
予
定
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、『
地
目
認

定
協
議
』
と
『
等
級
格
差

協
議
』
が
関
連
す
る
た
め
、

同
時
に
進
ん
で
い
る
状
況

で
す
。 

『
地
目
認
定
協
議
』
終

了
後
早
い
時
期
に
、『
個
別

説
明
』
と
い
う
こ
と
で
、

認
定
さ
れ
た
現
況
地
目
を

『
土
地
調
書
』
に
ま
と
め
、

各
所
有
者
の
皆
様
に
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
併
せ
て
、
物
件
調
査

（
建
物
、
工
作
物
、
立
木

等
）
の
結
果
に
つ
き
ま
し

て
も
、
皆
様
に
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 
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 用地第一課長

田中
た な か

 進
すすむ

 

 

設

楽
ダ
ム
の
建

設
に

あ
た
り
、
平
成

16
年
度

以
降
、
環
境
影
響
評
価

法
に
基
づ
く
手

続
き
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

評
価
書
の
縦
覧
を
６

月

29

日

か
ら
７

月

30

日
ま
で
行
い
、
こ
れ
を
も

っ
て
工
事
着
手
前
の
手

続
き
を
終
え
ま
し
た
。 

今
後
は
、
評
価
書
に

盛
り
込
ん
だ
環
境
保
全

の
た
め
の
対

策

を
実

施

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

対

策
の
実

施
に
あ
た

っ
て
は
、
専
門
家
に
よ
る

委

員

会

を

設

け

、

指

導
・
助
言
を
得
な
が
ら
、

工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ

鳥類調査の様子 

て
状
況
の
変
化
や
環
境

対
策
の
効
果
の
確
認
を

行
う
た
め
の
調
査
（
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
）

を
行
い
ま

す
。 ま

た
、
今
後
も
最
新

の
保
全
対
策
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
事
業
に
よ
る

環

境
へ
の
影

響

を
で
き

る
限

り
小

さ
く
す
る
よ

う
努

力

し
て
ま
い
り
ま

す
。 地

域
及
び
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
環
境
対
策

及
び
調

査
の
実

施
に
つ

い
て
、

引

き
続

き
ご
理

解

と
ご
協

力

を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

設
楽
ダ
ム
工
事
事
務
所
用
地
第
一
課
長
の
田
中

で
す
。
今
年
は
私
の
干
支
で
あ
り
ま
し
て
？
回
目
の

年
男
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
宅
は
岐
阜
県
多

治
見
市
に
あ
り
、
家
族
は
両
親
、
妻
、
息
子
一
人
に

娘
二
人
、
愛
犬
二
匹
の
大
所
帯
で
あ
り
ま
す
が
、
今

年
の
４
月
か
ら
単
身
赴
任
を
し
て
お
り
、
新
城
市
内

の
宿
舎
よ
り
毎
日
通
勤
を
し
、
設
楽
町
田
口
に
開
設

し
ま
し
た
設
楽
庁
舎
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。 

今
の
と
こ
ろ
週
末
に
は
自
宅
へ
帰
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
東
三
河
地
域
に
接
す
る
機
会
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
季
節
が
良
く
な
っ
て

来
れ
ば
是
非
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
等
に
触
れ
合
う

時
間
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、
設
楽
ダ
ム
建
設
事
業
で
重
要
な
年
で

あ
り
ま
す
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
、
ダ
ム

基
本
計
画
の
策
定
、
用
地
補
償
基
準
の
提
示
等
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
用
地
関
係
業
務
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ダ

ム
建
設
事
業
に
よ
り
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
の

生
活
再
建
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
関
係
さ
れ
ま
す
皆
様
へ
は
ご
心
配
を
少
し
で

も
掛
け
な
い
よ
う
、
安
心
し
て
移
転
し
て
頂
け
る
よ

う
努
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、 

設
楽
ダ
ム
建
設
事
業
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

魚類調査の様子 

未
登
記
土
地
の
税
金
等
に
つ
い
て 

 

一
般
的
に
は
公
共
事
業
（
収
用
事
業
）

に
伴
い
土
地
を
譲
渡
し
た
場
合
は
、 

「
５
，
０
０
０
万
円
の
特
別
控
除
等

の
課
税
の
特
例
」
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
か
し
、
過
去
に
土
地
を
売
買
、
交

換
、
贈
与
さ
れ
て
登
記
処
理
等
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
（
未
登
記
）
に
は
、
課

税
の
特
例
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ず
、
補

償
金
が
贈
与
税
等
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
土
地
が
あ
る
と
き
は
、

司
法
書
士
さ
ん
等
に
相
談
し
て
頂
き
、

速
や
か
に
登
記
処
理
等
を
さ
れ
る
よ

う
検
討
願
い
ま
す
。 

 ご
不
明
な
点
又
は
質
問
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
用
地
第
一
課
・
用
地
第
二 

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い 

 


